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真宗大谷派では、毎年 12月から1月にかけて、解放運動推進本部の企画・制作により、

人権週間ギャラリー展を開催しております。

宗祖親鸞聖人 750 回御遠忌を厳修した２０１１年は、宗祖の生涯、特に宗祖と被差別

民衆との出会いに光をあて、そこから、宗祖が願われた御同朋御同行の世界を、教団内外

の方と共に受け止めてまいりたいとの願いから、共催展「親鸞と被差別民衆」を開催いた

しました。

宗祖は、承元の法難によって僧籍を剥奪されて越後国に流罪となりますが、その時宗祖

が越後やその後の関東の地で出会われたものは、自然の厳しさの中で、都の富や権力な

どとはまったく無縁に、人間としてのいのちを日々つなぐことに懸命な人々の姿でした。

そこには、生き抜くためには、「生きものを、ころし、ほふる」ことや、たとえ悪事と言われ

ていることでもあえて行なわなければならない悲しさをかかえた人々の生活がありまし

た。宗祖は、そのような人たちとの出会いの中で、あらためて念仏の教えをいただいてい

かれたのだと思います。

宗祖はその出会いを、『唯信鈔文意』のなかで、「屠は、よろずのいきたるものを、ころし、

共催展「親鸞と被差別民衆」開催
企画・制作 「親鸞と被差別民衆」展実行委員会
大阪人権博物館 浄土真宗本願寺派 真宗大谷派

期 間 2011 年 12 月 3日（土）～ 2012 年 1月 22日（日）
会  場 真宗本廟 ( 東本願寺 ) 参拝接待所ギャラリー
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ほふるものなり。これは、りょうしというものなり。沽は、よ

ろずのものを、うりかうものなり。これは、あき人なり。こ

れらを下類というなり。」と押さえ、「れふし・あき人・さ

まざまのものは、みな、いし・かはら・つぶてのごとくな

るわれらなり。」と頷いておられます。

このような宗祖の「いなかのひとびと」との出会いに向

き合うことを、まず大きな視座として展示を展開いたしま

した。

次ぎの視座は、「非僧非俗」「肉食妻帯」「無戒名字の比

丘」として生きられた宗祖の姿です。宗祖は、愚禿釈親鸞

と名告られ、恵信尼らと

共に生活し、非僧非俗の

行き方を貫かれます。戒

律において僧侶の妻帯を否定し、女性を穢れた存在と見た

当時にあって、宗祖は肉食妻帯の生活を選ばれます。「戒」を

保つことが仏道を歩むことであるとしてきたこれまでの仏教

と決別し、仏教者としての名告りのみを立場とする、真の仏

弟子としての道を歩まれた宗祖の姿に向き合っていきたい

との願いです。

宗祖入滅以後、浄土真宗の教えは、被差別部落のご門徒

のなかでも、脈々と受け継がれて、それは全国水平社の創立

として表出します。そして

その精神は、本願寺教団

への厳しい問いかけの声

となります。

最後にこの展示のまとめとして、それらの問いかけ、そ

して「親鸞と被差別民衆」というテーマそのものを、私た

ちの教団のあり方、そして自らの姿に照らし、同朋社会の

顕現という教団の使命について、あらためて確かめを行

ないました。

なお、今回の展示は、大阪人権博物館、浄土真宗本願

寺派との共催展です。解放運動の精神に宗祖の生涯を照

らす作業が三者の共同で行なえたということも、750 回

御遠忌の大きな勝縁であったと受け止めております。
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私たち奥羽教区は、震災後に奥羽ボランティア有志

の会を立ち上げた。現在は３７名のメンバーで活動

している。活動地区は、岩手県の沿岸中部、宮古市・

山田町・大槌町であり、拠点を山田町の松江寺さん

に置かせていただいている。

私たちの活動の特徴？は、なんと言っても「居酒屋

風炊き出し」に尽きる。当初は、缶詰を主体として各種

レトルト食品などで「缶詰居酒屋」を開店。全国の方々

から送っていただいたのであるが、見ていて楽しい食

材が揃い、こんなのもあるのか！と被災者との会話の

きっかけにもなっていた。

また、「居酒屋」を名乗る以上お酒も勿論ありだ。こ

のお酒がまた交流には欠かせない存在だ。私たちと

の交流だけではなく、震災後はなかなか以前のような

会話が出来ず、関係が少しずつずれている感じだった

という被災者同士の関係性の回復にもお酒は活躍し

ている。

もう一つ、青空喫茶も活動当初の定番。ただし、単

独でやることは無く、バザーや数珠作りと併せて開催

してきた。

さらに「支援を受けるだけ」ではなく、被災者自らが

復興者として私たちの活動に参加してくださることも

最近では始まっている。

また、「文通交流」が８月から始まった。現在は山田

町の１１名と京都・大阪の方々がお手紙や電話など

で、１人と１人が繋がる交流を続けている。それだけ

ではなく、実際に現地に来て自分の文通相手と対面

し、交流をさらに深めている。

最後になるが、山田町在住の方が中心となり、自分

たちの手で雇用を確保しようとする運動を展開してい

る。その運動を支援していくことも、私たちの活動のひ

とつである。支援者・被災者の枠を超えて、共に復興

していく活動を、これからも継続したい。

東日本大震災と向き合う

人と人が出会う場 ～「居酒屋風炊き出し」と「青空喫茶」～

須田 俊孝 （奥羽教区源通寺住職）

大槌町浪板避難所での居酒屋

山田町大沢地区避難所での青空喫茶
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４月初めに、二本松の佐々木道範さんが避難先の

三条別院から能登教務所で行われた原発事故につい

ての学習会（講師：長田浩昭氏）に参加されたことが

きっかけとなり、私と二本松の皆さんとのご縁が生ま

れました。

当初は周囲の友人たちにカンパを呼びかけて集

まったお金で購入した線量計を送ったり、ネットで収

集した情報をメールで送ったりしていました。しかし、

主にインターネットを通しての情報のやりとりでは、現

地の皆さんの様子が一向に明らかになってこないた

めに、６月中旬、単身二本松市へ足を運びました。そこ

で私が目の当たりにしたのは、避難ができずに、全く

必要のない被ばくにさらされ続けている子どもたちの

姿と、自ら立ち上がって子どもたちの生活環境の除染

作業に取り組む大人たちの姿でした。

現地の声を聞く中で、何が必要とされているのか、

そして私たちに何ができるのか、少し見えてくるもの

がありました。全国の有志の力で、食品の放射能測定

器を設置し、さらに線量計や除染に必要な器具などを

寄付することで、避難できない福島の子どもたちを内

部被ばく・外部被ばくから守るためのサポート活動

がそれでした。

能登に帰ってすぐに、二本松で撮影した動画を全国

各地の有縁の皆さんに送り、呼びかけ人を募りまし

た。チェルノブイリ原発事故以降に立ち上がった市民

放射能測定室を訪ね測定器のリサーチもしました。さ

らに専門家によるサポートの必要性から山内知也神

戸大学教授にご協力いただきました。７月に入って準

備が整い、ついに「こどものたべもの基金」を立ち上げ

ました。

「基金」に対して、大谷派内外の有志の皆様から多

大なるカンパをいただきました。感謝申し上げます。

今後もさらなる機器類の充実のために、引き続きのご

協力を切にお願いしたいと思います。

９月末には食品の測定器を二本松市内に設置し、

現地の「NPO法人 TEAM二本松」による市民放射能

測定室の活動が始まりました。食品の放射能測定は、

全国から依頼を受付けます。測定料金の一部は子ども

たちが放射能汚染されていない地域で過ごす一時保

養の費用にあてられます。測定依頼を通してのご協力

もお願いします。（TEAM二本松：TEL 080-3149-6942）

「基金」の活動以外にも、一時保養の受け入れ、避難

権利の確立など、全国の有志で連帯して取組んでいき

たいと考えています。脱原発の歩みは、福島の子ども

たちと連帯することから始めましょう。共なる歩みを、

悩みながら、つまずきながら、歩んでいきましょう。

福島の子どもたちと連帯することから始めましょう
 ～こどものたべもの基金～

畠山 浄（能登教区）

屋根の除染作業に取り組む

2012年2月1日発行
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東北地方太平洋沖地震による一連の被害は、余り

に甚大だったと思います。自分の身の回りでも、亡く

なった方があったり、知っている街が無くなりました。

今でも現地を見ても、ここは自分の知っている場所と

は違う、どこか違うところにまだ元の景色があるので

はないかと思うときもあります。そして地震・津波被

害に輪をかけて、福島原発事故に端を発する放射能

の影響に心を痛め続けている方も数多いと思います。 

最近は、物も商店さえあれば、お金さえあれば購入

できます。被害を受けた建物も、一見わからなくなる

ほど綺麗になった所もあります。仮設住宅が完成して

避難所もほぼ解散し、残骸の山だった海辺も撤去が

進みました。何も無くなった街にぽつりぽつりと、商店

や家が建ちはじめています。テレビでは、震災関連の

番組もほとんど無くなり、復興に立ち上がっている人

の姿が紹介されます。なにかもう大丈夫、終わりつつ

あるような空気があるようにも感じます。

確かに１０ヶ月という時間が経ちました。しかし現

実に人を家を仕事場を失った、そういう体験をした

方々から震災の事実が、時間が経ったからといって、

一律に消えていくだけなのでしょうか。現地の方と話

していると、現状は場所によって本当に様々に違うと

感じるのです。仕事が無くなったままの方、まもなく漁

業が再開されるという方、再開された仕事で忙しいと

いう方。家にしても、残っている方、損傷したけど直し

て住めそうという方、家も流された上、復興計画の関

係ではっきり決まっていないという方。被害の受け方

が違うために、生活のために地元から離れざるをえな

い方もあります。そして同じ「被災地」でも、ここはこん

なに復旧しているのに、あそこはまだこんなに残骸が

あるという目に見えた違いがあったりします。どうも

「被災者」「被災地」という一言では、把握しきれないよ

うな現状になりつつあると感じます。

最近の課題としては、仮設住宅が集約されたため、

避難所よりも一箇所あたりの住民の方が多くなりまし

た。物資の要望があっても、炊き出しやバザーであっ

ても、必要数が多すぎて対応することが無理な場合が

あります。また伺うことが出来ている場所でも、寒い

冬、外での実施が難しいのではという気候の問題もあ

ります。現地個々の状況にあわせた支援とは何がある

のか考えつつ関わっていけたらと思います。現地への

御支援よろしくお願いいたします。

個々の状況にあわせた支援とは何があるのか

磯崎 信光（ 仙台教区仏教青年会 ）



５月の連休、私は実家のある福島県にいました。福

島県に向かう東北新幹線の中には、復興支援のため

に東北へ向かうであろう人の姿も見られました。更に

２カ月が経って、私も復興支援のための大学の有志

のバスに乗り宮城県を訪ねました。そのバスにも、東

北にゆかりのない学生さんや教職員の方が多く乗っ

てい ました。どの場所にいても絶対安全とは言えない

中、自ら東北へ足を運んでくださる方々には、感謝と敬

意を感じずにはいられませんでした。

私が訪れた石巻市では多くの方々が亡くなり、大切

なものが失われました。しかし、大切なものを失った

のは、その場所の人ばかりではありません。日常を取

り戻そうとしている仙台市にも、大きな悲しみを経験

した方は多くいます。メディアで取り上げられなかった

地域にも、そのような方はいます。その悲しみや 苦し

みの深さや重さを、私達は客観的に判断することはで

きないし、またそこに意味はないと思います。

私の実家がある福島県も原子力発電所の事故の

後、様々に報道されてきました。事故に伴う風評被害

は福島だけでなく北関東の各県でも広がり、全国の

方々に大きな影響がありました。その意味で福島県民

だけでなく、今回の震災による原発事故の被害者は全

国民といえるでしょう。

放射能による被害の拡大を楽観視することはでき

ません。大切な人と安全な食べ物を食べ、安全な環境

で暮らしたいのは当然ですし、専門家でない私には報

道されていることの何が真実なのか判断できません。

放射能被害に関してはよく考え、注意を払わなくては

なりません。

しかし、その放射能被害のある中で、福島をはじめ

近県には多くの人達が住んでいるのです。大切な人と

暮らしています。その人達は日々風評被害に苦しんで

います。そこには人が住んでいる、そのことを忘れて放

射能汚染の問題を扱ってほしくはありません。ただや

みくもに福島や周辺地域を危険視して避けること は

風評被害を拡大させ、多くの人を経済的にも精神的に

も追い込むことになります。もし福島県や周辺県の住

民の生活を忘れて放射能という事実だけを見て避け

てゆくのであれば、それは差別とさえ言えるでしょう。

震災直後から家族と連絡がとれるまで、私は不安で

たまりませんでした。同じ苦しさを味わった人はこの

日本に大勢いるでしょう。人々の繋がりは、それを忘れ

たときに断たれてしまいます。震災後のこのような現

状にあって、私達はその繋がりをますます強く意識す

るべきではないでしょうか。

震災によせて ～繋がりを生きる～

渡邊  瑞歩 （大谷大学 真宗学科３回生）
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解放運動推進本部では、１９９４年から報恩講と人権週間に合わせて、総合案内所を会場として、

「部落のひとびとと真宗－その信仰」と題した写真パネル展を開催してきました。１９９９年からは、

参拝接待所視聴覚ギャラリーを会場として、「皮づくりと太鼓－職人の技－」、「共なる世界を願って－

アイヌ民族復権運動・文化伝承の取り組みに学ぶ」、「隔離から解放へ－ハンセン病と真宗－」、「水平

社創立の精神と浄土真宗」などさまざまな課題の展示を行ってきました。

また、１９９６年、高木顕明師の擯斥処分の取り消しを機に、顕明師を偲ぶ「遠松忌」厳修に合わせ

て、毎年６月に「高木顕明師の事績に学ぶ」パネル展を開催しています。２０００年からは、全戦没者

追弔法会に合わせて「非戦・平和展」を毎年開催しています。２００７年の「竹中彰元師復権・顕彰」

を機に、彰元師や河野法雲師、植木徹誠師をはじめ、中国、韓国の非戦を生きた僧侶たちの事跡に学

ぶ「非戦と平等の源流をたずねて」というパネルを制作しました。

２０１１年、宗祖親鸞聖人７５０回御遠忌の期間中、総会所に「カフェあいあう」を開設し、これま

での取り組み課題をまとめて新たなパネルとして展示しました。（本誌 1ページ参照）

解放運動推進本部で制作した展示パネルは、教区の研修会や、寺院の報恩講等で利用いただいて

います。また、行政や大谷派関係学校等にも貸し出しを行っています。これまでの展示から、いくつかご

紹介いたします。

利用を希望される方は、本部までお問い合わせください。

解放運動推進本部制作の展示パネルについて

糾弾会を伝える『解放新聞』記事

 『解放新聞』第１４２４号１９８９年６月５日

第二回糾弾会の開催を伝える『解放新聞』記事

大寝殿会場の様子

この時の糾弾会は 白書院での糾弾会出席者のほか モ

タ をとおして大寝殿でも多くの教団関係者が受け止めた

真宗大谷派糾弾会の様子

糾弾会は 難波別院差別事件の際と同様白書院で開催され

た 会場は東本願寺であるが 糾弾会の主催者である解放

同盟の人たちが入り口側の位置となっている

２０１０年人権週間ギャラリー展

大谷派における解放運動の歴史と課題Ⅲ
解放運動と同朋会運動

１９６２年から始まった同朋会運動にスポットをあて、運動推進の最中に惹起した

「難波別院輪番差別事件」をはじめとする教団における差別事件と、それに対する取り

組みをあらためて振り返ります。

大谷派は、１９２２年の全国水平社創立以来、部落差別を温存・助長する教団と

しての厳しい批判を受け続けてきました。しかしなが

ら、同朋会運動を進める中でくり返し指摘を受けた差

別事件は、真の同朋教団を願う被差別者の悲痛な叫

びに、真摯に向き合おうとしなかった教団そのものの

姿を浮き彫りにしました。

「解放運動と同朋会運動」をサブテーマに、現在にお

いてもなお私たちに向けられ続けている糾弾の意義

を明確にし、大谷派の同朋会運動の歴史が、同時に糾

弾によって教団が問われ続けた歴史であったことを確

かめます。

パネル枚数 Ａ１サイズ 26 枚

ひんせき



２００９年人権週間ギャラリー展

大谷派における解放運動の歴史と課題Ⅱ
朝野温知（李壽龍）宗教に差別のない世界を
求めて

２００８年人権週間ギャラリー展

大谷派における解放運動の歴史と課題Ⅰ
武内了温 その事跡と課題

パネル枚数 Ａ１サイズ 22 枚

パネル 枚数 Ａ１サイズ 27 枚

サブテーマを「宗教に差別のない世界を求めて」として、武内了温師に出遇い、師の

志を受け継いだひとりである朝野温知師の足跡を辿ります。

１９０６年朝鮮京畿道にうまれ、朝鮮名を李壽龍（イ・スリョン）という朝野師は、

日本に渡る航海の途中、関釜連絡船の中で民族差別の実態を目の当たりにし、強い衝

撃を受けました。

日本に渡って最初は『京城日報』に勤めましたが、偶然にも東本願寺の門をたたき、

武内了温師と野間修氏に出遭い、この二人との出遇いを通して水平運動に参加しまし

た。１９４５年、得度して大谷派の僧侶となり大谷派同和会を支え、糾弾を正しく受け

止め、真の同朋教団たらしむべく奔走した宗門における解放運動の中心存在でありま

した。

朝野師の言葉を通して師の一生を振り返りながら、担われた課題と、大谷派の解放

運動の歴史を浮き彫りにし、師と出会っていくよう構成しています。

「大谷派における解放運動の歴史と課題」をテーマに

３回シリーズとして構成した第 1 回。このシリーズは、

宗門において解放運動とは一体何なのか、何を解放運動と呼んできたのか、なぜ大

谷派が部落差別問題をはじめとするあらゆる差別問題を課題とし、その克服を願っ

て取り組んできたのか。それらの歩みを浮き彫りにすることで、大谷派における解放

運動の総括を試みました。

第１回目となる本展示は、「武内了温 その事跡と課題」と題して、大谷派における

解放運動の先駆者である武内了温師にスポットをあて、師の生涯を振り返りながら、

大谷派における草創期の解放運動の歴史を紐解いたものです。

晩年の武内了温自坊松林寺にて)
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ギャラリー展 （２０１１年６月開催）

非戦と平等の源流をたずねて

女性室ギャラリー展 (２０１１年２月開催)

男女両性で形づくる教団をめざして
－女性室の歩み－

パネル枚数 Ａ１サイズ 40 枚

パネル枚数 Ａ１サイズ 35 枚

１９９６年、高木顕明師の宗門内処分が取り消され、師の事績への学びを深

めるため、２００２年から毎年ギャラリー展「高木顕明師の事績に学ぶ」を遠松

忌法要の執行にあわせて開催し、２００７年、竹中彰元師復権・顕彰大会が開

かれたことを受け、２００８年より、新たにギャラリー展「非戦を生きた僧侶たち

- 高木顕明・竹中彰元の事績に学ぶ展」として再構成して開催しました。

「韓国併合」、「大逆事件」から１００年を迎えた２０１０年、高木顕明師をは

じめとし、竹中彰元ら非戦・平和、平等の願いに

生きられた僧侶たちの事績を訪ね、自らの歴史

に向き合うべくギャラリー展「非戦と平等の源流

をたずねて」として新たに構成いたしました。

非戦を唱え、御門徒をはじめその時代に生き

た人たちの悲しみを自らの悲しみとして見出した

僧侶たちに触れるなかで、再び過ちを繰り返さな

いことを誓い、宗祖の教えを旨とする念仏者とし

て共に学んでまいりたいと思います。
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真宗大谷派では、女性が宗門の運営や活動に関して積極的に参画することを

期して１９９６年１２月１２日「女性室」を開設しました。以来「女性室」は、「男女

両性で形づくる教団をめざして」という願いを掲げて、

男女平等参画の視点から、宗門における性差別の課

題に取り組んできました。

近代明治以降の宗門の歴史を振り返ると、男性を中心とした教団機構におい

て、常に男性が受け止めた教学（教え）が語られてきました。女性の得度を認めず、

それゆえに女性住職を生み出しえなかった歴史の重さをあらためて痛感します。

それは、同朋会運動を推進する中でも見落されてきた課題ではないでしょうか。

「女性室」１４年間の歩みを振り返ることを通して、関係を生きる存在である私

たち一人ひとりの課題が明らかになることを願います。自立と参画、そして共生へ。

一人でも多くの人と出会い合う関係を築くことを願っています。

（「開催にあたって」より抜粋）






